
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 明けましておめでとうございます。本年も、本校の教育活動に 

ご理解・ご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

さて、３学期が始まりました。始業式には、校長が「今年は巳年。 

ヘビは、脱皮してひと回り大きくなる、成長を続ける生き物です。 

みんなも、古い皮を脱ぎ捨てて、自分を伸ばす一年にしましょう。 

また、３学期は、今の学年の締めくくりと次の学年の準備の学期 

です。１日１日を大切に過ごしましょう。」と子供達に話しました。 

校長の話の後、１２名の児童が自分を伸ばすための合言葉「す・ま・い・る」の何を頑張りたいかを発表

しました。「６年生がもう少しで卒業してしまうので、６年生ともっと仲良くしたいです。」「知らない人

にも大きな声であいさつをしたいです。」「高学年になるので、もっと勉強を頑張りたいです。」「新しい漢

字をたくさん習って、使えるようにしたいです。」「中学生になると勉強や部活に忙しくなるので、卒業ま

でに、みんなとたくさん遊びたいです。」など、これまでの自分を振り返ったり、次の学年のことを考え

たりして、それぞれが自分の目標を立てていました。 

児童も教職員も、ひと回りもふた回りも大きく成長する一年にしていきたいと思います。 
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私は２学期、運営委員として、みんなが楽しく取り組み、笑顔になってほしいという思いで、スマイ

ルレターやあいさつ運動を計画したり、実行したりしてきました。どの取り組みも、みんなに楽しんで

もらい、笑顔いっぱいにすることができました。 

しかし、成功はしたけれど、計画をするときに自分の考えが言えなかったり、６年生さんに任せてし

まったりすることがありました。だから私は３学期、運営委員会でアイデアを出したり、自分から進ん

で行動したりしたいです。 

 そして、３学期には「６年生を送る会」があります。６年生さんは今まで、行事やクラブ活動、委員

会活動などで中心となり、小屋浦小学校を引っぱってきてくれてきました。そんな６年生さんに感謝

の気持ちを伝えるのが、「６年生を送る会」です。 

今回、６年生さんは準備に参加しません。私たち、５年生の運営委員と新たに運営員になった４年生

で準備を進めなければいけません。そのため、私たち５年生が中心となり進めていく必要があります。

うまくできるか不安ですが、今までみんなのためにがんばってきてくれた６年生さんに感謝の思いを

伝えるため、６年生さんとみんなの思い出に残るような会にするためにも盛り上がる企画を考えたい

です。 

これからは、私たちが小屋浦小学校の中心として学校を引っぱっていかないといけません。今の６

年生さんのようになるため３学期も運営委員をがんばっていきたいです。 



 

 
12 月１７日（火）に、NTT ドコモの方を講師としてスマホ・ケ

ータイ安全教室を行いました。スマホ・ケータイの安全な使用の仕方

やきまりを守ることの大切さを考え、生活に生かそうとすることをね

らいとして、１～３年生と４～６年生に分かれて行いました。 

 ４～６年生の安全教室では、スマホを使うときに自分に起こりそう

なリスク（長時間使用、歩きスマホ、チャットでのけんか、高額課

金）とそのリスクがどのくらい影響があるかの見積もり、そして、リ

スクへの対応を考えていきました。この学習を通して、子供達はいろ

いろな視点でリスクを考えることができるようになることやスマホの

上手な活用の工夫やスキルを身に付けることの大切さを学びました。

安全教室後には「よくゲームを使うから、変なことにまきこまれた

り、トラブルがないようにしたいです。だから、これから家族とルー

ルを決めてしたいなと思いました。」という感想をもつ子供がたくさ

んいました。スマホ・ケータイとの付き合い方について、ご家庭でも

話題にしていただけたらと思います。 

 

１２月１６日（月）に、たかね荘こやうらの生活相談員さん、坂町地域包括支援センターの方にご来校

いただき、５年生が認知症サポーター養成講座を受講しました。 

この講座のめあては、認知症という「病気」を正しく理解すること、お年寄りの「気持ち」を理解する

こと、認知症サポーターとしてどんなことができるかを考えることでした。講座を通して、子供達は、認

知症の症状のうち、周りの人の助けがあればよくなる症状があることや認知症の人への対応の心得 

（「おどろかせない、急がせない、自尊心を傷つけない」）を学びました。そして、学んだことをもとに、

道に迷ったお年寄りにどのように声をかけるか、ご飯を食べたばかりなのに「ご飯はまだか？」と言われ

たらどう声をかけるかを個人で考え、考えたことをもとにグループで話し合いました。この話し合いの中

で、子供達から「記憶が思い出されるような話し方をしたらよいと思う」「『○○はどう？』と別の提案を

するとよいと思う。」という意見や、「でも実際には難しいかもしれない。」という意見が出ていました。  

 講座を終えて、修了証明としてオレンジリングをいただきました。そして、子供達は普段から地域の方

と積極的に挨拶をしたり会話を交わしたりすることで、困ったときに助け合える関係を築きたいという思

いを持ちました。 

食事後、「ご飯はまだか？」 
さあ、どう声をかける？ 

道に迷っているお年寄り 
さあ、どう声をかける？ 

講座修了後、オレンジリングを
つけて、「はい、ポーズ」 



○「学校だより冬休み号」の行事予定でお知らせしていましたSC（スクールカウンセ

ラー）相談日が一部変更になりましたので、お知らせいたします。 

 

【変更前】 １月２８日（火） １３：３０～１６：３０ 

 

【変更後】 １月３１日（金） １３：００～１６：００ 

 

 

○１月の SSW（スクールソーシャルワーカー）の相談日が、勤務の都合上、 

なくなりました。１月以降の相談日につきましては、後日学校だよりにて 

お知らせいたします。 

 

よろしくお願いいたします。 

お知らせ 

 

 １２月１９日（木）に、持久走大会を行いました。持久走大会に向

けて、体育の授業だけでなく、11 月後半からは大休憩のランランタイ

ムでも練習をしてきました。子供達は、体育の授業やランランタイム

を通して、自分の目標を設定し、目標達成のためのペース配分を考え

ながら練習に取り組んできました。 

 そして、迎えた持久走大会当日。とても冷え込み、子供達が思うよ

うな走りができるだろうか、けがをしないだろうかと心配しました

が、子供達はやる気いっぱいでスタートしました。 

ランランタイム 
 

〜音楽が流れると、一斉に 
    走り出す子供達〜

〜 

たくさんの保護者の皆様、地域の皆様がかけてくださる温かい声援に背中を押されて、全員が最後まで

走り切ることができました。ゴールをした後、「もっと速く走りたかった。悔しい。」と涙した子供もいま

したが、全員が練習の時以上の力を発揮できたのではないかと思います。 

寒い中、また、お忙しい中、保護者の皆様、地域の皆様に見守っていただいたお陰で、大きな事故もな

く、無事に持久走大会を終えることができました。ご協力、ありがとうございました。 


